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中
井
履
軒
手
稿
『
辮
妄
』

善
悪
皆
ソ
ノ
本
分
二
止
ル
、
是
ハ
顔
蒙
ノ
盆
ナ
リ
、
上
下
皆
頴
蒙
ナ
リ
、

コ
ノ
顕
蒙
ヲ
名
ヅ
ケ
テ
紳
國
ノ
徳
卜
云
偲
ヘ
タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
、
是
モ
亦
顛

蒙
ニ
コ
ソ
、

菅
猪
戸
評
曰
、
吾
邦
尚
誹
其
弊
也
、
巫
卜
云
テ
ヨ
カ
ル
ベ
ッ
、
大
抵
股

ノ
風
二
肖
タ
ル

1
多
ッ
、
鬼
紳
二
崇
ヒ
事
ヘ
テ
璽
揺
ヲ
以
テ
其
民
ヲ
恐

動
ス
ル
ハ
符
節
ヲ
合
ス
ガ
如
シ
、
モ
豆
／
＼
ノ
事
鬼
紳
二
依
托
ス
ル
風

習
ナ
レ
ハ
紳
國
卜
云
シ
ナ
ル
ペ
シ
、
唯
紳
ヲ
尊
ヒ
テ
大
切
ニ
ス
ル
ノ
意

ナ
リ
、
紳
逍
ノ
数
卜
云
モ
ノ
有
ニ
ハ
非

森
列
峯
評
曰
昔
佛
法
ノ
入
末
リ
シ
ト
云
ハ
密
法
ナ
リ
、
密
法
ハ
佛
ノ
梯

稗
ニ
ッ
テ
薔
ノ
佛
道
二
非
ス
、
漢
法
ノ
入
束
リ
ッ
ト
云
ハ
刑
名
ナ
リ
、

刑
名
ハ
漢
法
ノ
梯
稗
ニ
ッ
テ
儒
道
二
非
ス
、
コ
ノ
雨
ノ
梯
稗
ガ
最
初
ニ

入
タ
ル
ヲ
此
ヲ
儒
也
佛
也
ト
テ
修
施
タ
リ
シ
ハ
ワ
ガ
國
ノ
頷
蒙
ナ
リ
、

其
梯
稗
ヲ
捕
ヘ
テ
儒
佛
ヲ
諷
ハ
紳
學
者
ノ
顔
蒙
ナ
リ
、
佛
ハ
マ
コ
ト
ニ

議
テ
ヨ
ケ
レ
圧
梯
稗
ヲ
以
テ
識
ル
ハ
肯
緊
ヲ
失
フ
、
マ
コ
ト
ノ
佛
者
ハ

是
ヲ
聞
テ
笑
テ
答
ヘ
ズ
、
儒
者
登
コ
レ
ニ
封
辮
七
ソ
ヤ
、
然
ル
ニ
コ
ノ

梯
稗
ヲ
尊
奉
宗
旨
ト
ス
ル
浮
屠
多
ツ
、
梯
稗
ヲ
主
張
ス
ル
儒
者
モ
ア

リ
、
古
ニ
イ
ハ
ザ
ル

1
ヲ
牽
合
附
會
ッ
テ
コ
ノ
國
ノ
敦
卜
云
モ
ノ
ヲ
建

立
ッ
タ
ル
誹
學
者
モ
ア
リ
、
世
ハ
サ
マ
~
＼
ニ
コ
ソ
、
抑
梯
稗
ニ
モ
ア

レ
漢
法
ヲ
偲
ヘ
テ
一
旦
國
俗
ヲ
改
タ
ル
ハ
ヨ
シ
、
此
ニ
テ
ソ
ノ
前
ノ
顔

蒙
ニ
シ
テ
文
理
ナ
キ
姿
ヲ
知
ペ
シ
、
此
ハ
制
度
文
物
ニ
テ
云
ナ
リ
、
サ

テ
紐
偲
及
諸
書
籍
次
第
二
入
束
レ
リ
、
此
ヲ
讀
習
ヒ
ヌ
レ
バ
仁
義
忠
信

ノ
敦
ハ
自
ラ
人
ノ
心
二
染
ベ
シ
、
コ
ノ
盆
ハ
叉
廣
大
ナ
リ
、
ソ
ノ
カ
ミ

マ
コ
ト
三
代
ノ
護
柴
文
章
ノ
入
束
リ
ナ
バ
イ
カ
バ
カ
リ
殊
勝
ナ
ル
ベ
キ

ャ
ト
是
ノ
ミ
残
多
ク
思
ハ
ル
、
。

〈
懐
徳
堂
関
係
研
究
文
献
提
要
日
〉

九一

り
論
文
ふ
広
崎
寿
「
中
井
竹
山
ノ
草
茅
危
言
二
於
ケ
ル

経
済
学
説
」
（
神
戸
経
済
大
学
〔
現
神
戸
大
学
〕
経
済
学

部
・
『
国
民
経
済
雑
誌
』
詞
・
明
治
四
十
一
年
）

こ
の
論
文
は
、
松
平
定
信
に
提
出
し
た
中
井
竹
山
の
意
見
書
を
ま
と
め

た
『
草
茅
危
言
』
の
中
か
ら
、
対
外
商
政
お
よ
び
物
価
に
つ
い
て
の
竹
山

の
独
自
の
考
え
を
考
察
し
て
い
る
。

ま
ず
対
外
商
政
の
面
に
つ
い
て
言
え
ば
、
中
井
竹
山
は
当
時
の
貿
易
で

問
題
と
な
っ
た
大
批
の
金
銀
流
出
に
ふ
れ
、
通
説
に
反
し
て
、
金
銀
流
出

は
惜
し
む
べ
き
こ
と
で
は
な
い
が
、
日
常
不
可
欠
の
資
材
で
あ
る
銅
鉄
に

対
し
て
は
そ
の
海
外
流
出
を
深
く
惜
し
ん
で
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
竹
山
は

外
国
貿
易
を
有
害
無
益
の
も
の
と
考
え
た
。
だ
が
外
国
貿
易
は
絶
対
に
禁

止
す
べ
き
だ
と
い
う
極
論
を
主
張
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

銅
鉄
に
代
わ
る
輸
出
品
と
し
て
美
濃
紙
・
墨
・
陶
器
・
人
形
な
ど
各
地
の

特
産
品
を
あ
げ
て
い
る
。
わ
け
て
も
第
一
級
の
輸
出
品
と
し
て
勧
め
て
い

る
の
は
、
日
本
で
翻
刻
さ
れ
た
『
孝
経
』
・
『
四
書
』
・
『
五
経
』
・
『
国
語
』
．

『
史
記
』
・
『
漠
書
』
な
ど
の
書
物
で
あ
る
。

し
か
し
竹
山
は
、
あ
ま
り
外
国
貿
易
が
活
発
化
す
る
こ
と
を
喜
ぼ
ず
、

内
地
産
で
ま
か
な
え
る
も
の
な
ら
ば
そ
の
外
国
品
は
輸
入
禁
止
す
べ
き
だ

と
主
張
す
る
。
こ
こ
に
竹
山
の
保
設
貿
易
的
な
考
え
を
見
る
こ
と
が
で
き

る。
つ
い
で
物
価
の
面
に
つ
い
て
、
竹
山
は
当
時
の
イ
ソ
フ
レ
の
原
因
を
考



懐
徳
堂
関
係
研
究
文
献
提
要

H

え
る
。
す
な
わ
ち
、
金
銀
貨
幣
の
改
悪
に
よ
る
質
の
低
下
•
株
仲
問
に
よ

る
市
場
独
占
•
株
仲
間
に
対
す
る
重
税
の
三
点
が
イ
ソ
フ
レ
の
原
因
で
あ

る
と
す
る
。
で
は
そ
の
解
決
策
は
と
言
え
ば
、
金
銀
貨
幣
の
品
質
の
回

復
•
株
仲
間
の
廃
止
•
財
政
節
約
に
よ
る
諸
税
の
免
除
を
行
な
う
こ
と
で

あ
る
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
竹
山
の
経
済
学
説
は
、
当
時
の
実
情
に
沿
っ
て
な
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
決
し
て
看
過
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
論
述
し
て

い

る

。

（

滝

野

邦

雄

）

③
論
文
＂
平
重
道
「
懐
徳
堂
の
経
学
思
想
」
（
東
北
帝
国

大
学
〔
現
東
北
大
学
〕
．
『
文
化
』
六
巻
1
2
号
・
昭
和
十
四

年）
こ
の
論
文
は
、
懐
徳
堂
に
か
か
わ
っ
た
五
井
蘭
州
・
中
井
竹
山
・
中
井

履
軒
が
儒
学
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
か
を
考
察
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
懐
徳
堂
の
学
問
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い

る。
五
井
蘭
州
は
朱
子
学
の
絶
対
性
を
主
張
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
儒
教

経
典
に
対
す
る
朱
子
学
の
註
解
の
不
備
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
か
ら
経
典
解

釈
に
関
す
る
限
り
、
朱
子
学
に
よ
ら
な
い
で
経
典
の
原
意
を
求
め
る
べ
き

だ
と
の
主
張
が
お
ぽ
ろ
げ
な
が
ら
も
自
覚
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き

る。
中
井
竹
山
は
こ
の
主
張
を
受
け
つ
ぎ
、
朱
子
学
と
経
典
解
釈
と
を
明
瞭

に
区
別
し
た
。
朱
子
学
の
根
本
思
想
さ
え
離
脱
し
な
け
れ
ば
、
経
典
の
本

旨
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
価
値
あ
る
こ
と
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
。
し

か
し
竹
山
の
こ
う
し
た
考
え
も
、
恢
徳
堂
で
の
教
務
多
忙
の
た
め
理
論
に

の
み
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
主
張
の
実
現
は
、
弟
の
履
軒
を
待
た

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

中
井
股
軒
は
竹
山
の
理
論
の
実
現
の
た
め
、
も
っ
ば
ら
経
書
の
註
釈
に

精
力
を
そ
そ
い
だ
。
そ
の
成
果
が
『
七
経
逢
原
』
・
『
七
経
彫
題
』
・
『
七
経

彫
題
略
』
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
履
軒
独
自
の
考
え
を
見
る
と
、
履
軒
の
儒

学
研
究
の
目
的
は
、
孔
子
・
孟
子
の
本
来
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
朱
子
学
の
説
で
あ
っ
て
も
合
致
し
な
い
も
の
は

排
除
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
こ
の
考
え
の
徹
底
化
は
経
典
本
来
の
意
味

と
、
朱
子
学
と
の
間
に
矛
盾
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
最
終
的
に
は

朱
子
学
そ
の
も
の
を
後
世
の
附
会
と
し
て
排
除
す
る
に
到
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
履
軒
の
思
想
は
、
こ
う
し
た
朱
子
学
否
定
に
ま
で
発
展
し
か
ね
な

い
面
を
有
し
な
が
ら
も
、
し
か
し
や
は
り
朱
子
学
に
留
ま
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
何
故
な
ら
懐
徳
堂
が
官
許
学
問
所
の
名
目
を
有
し
て
い
た
た
め
、

朱
子
学
を
教
学
の
中
心
に
す
え
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

で
は
こ
う
し
た
考
え
に
遮
か
れ
た
懐
徳
堂
の
儒
学
思
想
は
近
世
儒
学
思

想
史
上
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
元
来
、
懐
徳
堂
の

精
神
は
自
由
研
究
を
旨
と
し
て
お
り
、
真
理
探
求
の
学
問
を
樹
立
す
べ
き

純
粋
な
性
質
を
含
ん
で
い
た
。
だ
が
官
許
学
問
所
の
性
質
上
、
朱
子
学
を

中
心
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
恢
徳
堂
の
思
想
は
、
経

典
研
究
で
は
古
義
を
求
め
な
が
ら
も
、
理
論
の
面
で
は
朱
子
学
の
思
想
を

借
り
、
両
者
を
折
衷
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
も
懐
徳
堂
の

こ
の
折
衷
の
特
色
は
曖
昧
な
混
合
に
終
ら
ず
、
経
典
解
釈
に
あ
た
っ
て

は
、
原
義
把
据
を
徹
底
さ
せ
て
考
証
学
に
ま
で
接
近
さ
せ
た
点
に
あ
る
。

九
四



懐
徳
堂
で
は
以
上
の
べ
て
き
た
よ
う
に
、
思
想
と
経
典
研
究
は
、
分
立

論
の
た
て
ま
え
か
ら
宋
学
に
統
一
さ
れ
て
主
張
さ
れ
続
け
た
。
こ
れ
が
懐

徳
堂
の
特
異
性
で
あ
る
。
懐
徳
堂
は
こ
う
し
た
性
質
を
有
し
な
が
ら
、
考

証
学
へ
の
道
を
指
示
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
（
滝
野
邦
雄
）

⑱
論
文
こ
大
月
明
「
中
井
甍
庵
論
」
（
大
阪
市
立
大
学
『
人

文
研
究
』
・

10
ノ

10
．
昭
和
三
十
四
年
）

本
書
は
日
本
近
世
儒
学
史
上
に
お
け
る
懐
徳
堂
の
役
割
を
再
評
価
す
る

一
環
と
し
て
、
創
設
期
の
功
労
者
、
中
井
梵
庵
の
学
問
・
思
想
を
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。

中
井
餐
庵
に
は
ま
と
ま
っ
た
著
述
が
少
な
く
、
そ
こ
か
ら
体
系
的
に
彼

の
思
想
を
浮
彫
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
彼
の
長
男
、
中

井
竹
山
が
記
し
た
「
先
君
子
胎
範
先
生
行
状
」
を
主
と
し
た
資
料
と
し
つ

つ
、
餐
庵
の
思
想
の
概
観
を
お
さ
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
餐
庵
の
立
場
は
朱
子
学
を
中
心
と
し
、
孝
弟
忠
信
、

特
に
孝
弟
の
徳
目
を
押
し
立
て
た
誠
の
強
調
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

こ
と
は
儒
学
を
講
ず
る
者
に
と
っ
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
重
要
な
こ

と
は
、
こ
の
時
期
に
孝
・
誠
を
強
調
す
る
こ
と
の
歴
史
的
意
味
で
あ
り
、

そ
の
強
調
が
社
会
的
に
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

甍
庵
の
生
き
た
享
保
期
は
、
政
治
的
に
は
幕
藩
体
制
の
解
体
が
始
ま

り
、
社
会
的
に
は
孝
の
倫
理
を
支
え
て
い
た
家
の
世
襲
の
観
念
が
維
持
さ

れ
な
く
な
り
つ
つ
は
あ
っ
た
が
、
子
の
親
へ
の
絶
対
的
服
従
と
い
う
孝
の

意
識
の
要
請
は
ま
だ
強
か
っ
た
時
期
で
あ
る
。
ま
た
甍
庵
が
そ
の
教
育
の

懐
徳
堂
関
係
研
究
文
献
提
要
曰

九
五

対
象
と
し
た
の
ほ
恢
徳
堂
に
集
ま
る
多
く
の
町
人
で
あ
り
、
彼
ら
は
主
人

に
対
す
る
奉
公
人
の
孝
的
な
服
従
を
期
待
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
甍
庵
は
『
五
孝
子
伝
』
な
ど
通
俗
的
な
教

訓
書
を
著
わ
し
、
多
く
の
人
々
に
伝
達
し
よ
う
と
し
た
。
甍
庵
の
思
想
史

的
意
味
は
こ
の
点
に
あ
り
、
彼
の
思
想
が
竹
山
・
股
軒
兄
弟
と
い
う
名
儒

に
受
け
継
が
れ
、
懐
徳
堂
の
中
に
生
き
続
け
た
こ
と
が
よ
り
大
き
な
意
味

を
も
た
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

な
お
こ
の
論
文
に
は
補
訂
（
『
人
文
研
究
』1
1ノ
9
•

昭
和
一
二
十
五
年
）

が

あ

る

。

（

金

藤

行

雄

）




